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別紙－１

　　　　　○○株式会社

　　　　　作業責任者　○○　○○

　① 巻上歯車箱 潤滑油交換済

　　（Ａ･Ｂ号ｸﾚｰﾝ 各機）

 　巻上ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ等､消耗部材について状態の変化に

 　注意が必要です

　（定量的にｺﾝﾃﾞﾝｻの定格容量が85%以下になった

　   点検者 ： 作業者　  名

　※ 電子制御部分の部品交換時期

　　 点検日 ： 令和    年   月    日

対 処 対 策  及び  提 案

　 時点を寿命と判断します）※現状容量 100%

 ・ｸﾚｰﾝ製造元｢整備基準｣ (以下､抜粋)

　 特性の劣化により､空調された通常の環境条件下で　　 主回路平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻ（ 5年以内 ）

　　 基板上平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻ（ 5年以内 ） 　 使用されている場合で約５年間程度で交換します

　 点検内容 ：

点 検 結 果 報 告 内 容

 ・今後の使用頻度の増加に伴う､巻上電磁ﾌﾞﾚｰｷ・

 ・ｸﾚｰﾝ製造元｢整備基準｣に基づき、

 　１年に１回の定期的な交換をご計画ください

点検結果・総合所見報告書



別紙－1

令和    年    月    日作 業 日

会社名

氏　名

項　　目

作業内容

今後の対策

本作業において、不具合及び不具合箇所は認められませんでした。

同　上

不具合状況

不具合の原因

今回の対応

不　具　合　報　告　書

○○株式会社

○○　○○

同　上

内　　　　　　　容

同　上



別紙－2

点検チェックシート

機　器　名 消防ポンプ 点検日 点検実施者

装置区分 点　　　検

項目 点検内容

装置全般 本体 外観確認

エンジン シリンダ関係 外観確認

漏油、異音、振動

エンジンオイル

クランク・ロッド

シリンダ・ピストン

点火栓、プラグキャップ

ガスケット類

吸気・排気 キャブレータ

マフラー

起動装置 リコイルスタータ、バッテリー

調速関係 オイル・調速機リンク

計器類 操作盤、連成計

燃焼装置 タンク、キャップ

給油コック、リザーブタンク

油量計

ホース類 燃料ホース等

冷却装置 ファン、自動弁、パイプ

電装系 配線、スイッチ類

マグネット、コイル

ポンプ 本体 外観確認、漏水

吐出側 フラットバルブ、ボールコック

吸入側 止水弁、真空パイプ

軸封装置 グランド・メカニカルシール

真空ポンプ インレット

注）１．点検結果の判定は次による。Ｖ：正常、△：調整

　　　　または要精密点検、×：異常

　　２．点検が実施できなかった場合は／を記入する。

　　３．測定、計測を行ったものは数値を記入する。

点　検　実　施　状　況

定期点検

結果 備　　　考

○○Ｖ

特記事項：



別紙－2

点検チェックシート

機　器　名 エンジンポンプ 点検日 点検実施者

装置区分 点　　　検

項目 点検内容

装置全般 本体 外観確認

エンジン シリンダ関係 外観確認

漏油、異音、振動

エンジンオイル

点火栓、プラグキャップ

ガスケット類

吸気・排気 キャブレータ

起動装置 リコイルスタータ

燃焼装置 タンク、キャップ

給油コック

ホース類 燃料ホース等

電装系 配線、スイッチ類

ポンプ 本体 外観確認、漏水

吐出側 バルブ類

吸入側 バルブ類

注）１．点検結果の判定は次による。Ｖ：正常、△：調整

　　　　または要精密点検、×：異常

　　２．点検が実施できなかった場合は／を記入する。

　　３．測定、計測を行ったものは数値を記入する。

特記事項：

点　検　実　施　状　況

結果 備　　　考

定期点検



別紙－2

点検チェックシート

機　器　名 発動発電機 点検日 点検実施者

装置区分 点　　　検

項目 点検内容

装置全般 本体 外観確認

エンジン シリンダ関係 外観確認

漏油、異音、振動

エンジンオイル

点火栓、プラグキャップ

ガスケット類

吸気・排気 キャブレータ

エアクリーナ

起動装置 リコイルスタータ

燃焼装置 タンク、キャップ

給油コック

ホース類 燃料ホース等

電装系 配線、スイッチ類

発電装置、出力コンセント

注）１．点検結果の判定は次による。Ｖ：正常、△：調整

　　　　または要精密点検、×：異常

　　２．点検が実施できなかった場合は／を記入する。

　　３．測定、計測を行ったものは数値を記入する。

清掃

特記事項：

点　検　実　施　状　況

定期点検

結果 備　　　考


